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　来年（令和７（2025）年）開催の大阪・関西万博（2025年国際博覧会）まであと半年だそうである。今
年は，フランスでパリオリンピック・パラリンピックが開催され話題となった。４年前の東京オリンピッ
クでは，コロナ禍の中，ネット環境がさらに発達し，少子高齢多死社会の日本を行く末を見守った。
　日本で初めての東京オリンピックは，戦後，昭和39（1964）年に開催され，日本は高度成長期。また，
今から55年前になる昭和45（1970）年に大阪万国博覧会が行われ，月面着陸したアポロ計画で採取された
月の石が展示され，明るい未来がそこにあるようであった。
　今とは異なり，子どもの人口はまだまだ増えており，社会は第一次産業が減少し，第二次，第三次産
業が増加し，さらなる労働力が必要であったが，戦争で男性の人口は減り，多くの女性がその失われた
労働力を担う時代が到来していた。
　そんな東京オリンピックから万博に至る間の日本が沸きに沸いている時期の昭和41（1966）年に，音戸
町の小中学校の生徒を対象に貧血の調査を実施し，その結果を「音戸町内児童生徒の貧血調査について」
と題した報告書としてまとめた。次頁以降に当時の原版を縮小して示すものである。調査のきっかけは，
眼瞼結膜の検査であった。戦後，「目の国民病」といわれたクラミジアによる感染性慢性結膜炎トラホー
ム（トラコーマ）の流行がおさまり，トラホーム予防法が昭和33（1958）年に廃止された後である。その頃，
眼瞼結膜の視診は上下の結膜を観察していた。その観察中に，子どもたちの結膜の色があまりに白かっ
たことが注目され，血液検査や生活調査をすることになった。この調査は，当時，音戸地区の校医をさ
れていた八田医師が中心となり，小学校・中学校の養護教諭が調査を進め，まとめたものである。
　今では，市町村合併が進み，呉市音戸の小中学校は，音戸小学校，波多見小学校，明徳小学校，音戸
中学校，明徳中学校の５校であるが，昭和41年の安芸郡音戸町には，小学校は，音戸小学校，高須小学校，
波多見小学校，奥内小学校，明徳小学校，早瀬小学校，田原小学校，渡子小学校の８校，中学校は，音
戸中学校，明徳中学校，音戸西中学校の３校，計11校もあり，子どもの人口も多かった。
　当時は，まだ小学校の給食は始まっておらず，お昼に自宅に戻り，食事をしていた。うどんにご飯，
サツマイモの天ぷらにご飯といったような炭水化物の「ばっかり食」もふつうであった。野菜は十分調
理され，今のように生野菜を食べることはまだなかった。トイレは汲み取り式であり，人糞が肥料となっ
た時期である。トイレットペーパーの代わりに新聞紙を手頃な大きさにそろえトイレに吊るすのも仕事
であった。検便検査では，実際に理科室の顕微鏡で生徒の便を観察し，蟯虫がいれば，その生徒を呼ん
で実際に顕微鏡を見せることで，納得してもらい，虫下しを家族分注文してもらうようすすめていた。
見える教育の時代でもあった。
　ということで，音戸地区の小中学校の生徒を対象に貧血の程度や原因を明らかにするために血液検査
と生活実態調査を行った。もちろん，パソコンもない時代のことで，文字は和文タイプライター，表や
グラフは鉄筆で手書きの報告書である。このころ，ちょうど音戸地区でも給食が始まる頃であり，この
調査結果は，給食の効果をはかる基礎的資料となった。今思えば，スマホもパソコンもなく，急激に世
の中が成長して変わっていく前の，のんびりとした古き良き時代の懐かしい記録である。
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